
～ 令和８年度 第１学期終業式「校長式辞」 ～ 
 
 
 

 皆さん、おはようございます。第１学期の終業式を迎えました。本年度が約４か月過ぎた今日の節目

に、この１学期のことを振り返ってみましょう。皆さん、前向きな姿勢で、有意義な高校生活を送れま

したか。今日の終業式に当たり、授業、部活動、学校行事などに対して、自分自身がどう取り組んでき

たかぜひ思い起こしてみてください。明日から夏季休業が始まりますが、この夏休みが皆さんにとって

さらに有意義な時間となるよう留意してほしいことをお話しします。 

 

すでに皆さんに電子配布されている「夏休みのしおり」にも書きましたが、鷲高生の皆さんに心がけ

てほしいこととして、以下の 2点をあげます。 

① 「やるべきこと」を自分で決める、そして、決めたことに必ず取り組む  

学校の授業がない夏休みは、日々の生活を自らスケジュール管理しなければなりません。そんな夏休

みの期間は、主体的行動力を鍛え育むためのよい期間になると私は考えています。勉強、部活動、進路

実現のための取組などに対し「やるべきことを」を自分で決め、決めたことはしっかりやり遂げること

を習慣化してください。「毎日〇分」とか「●●だけはやり切る！」とか、小さなことを具体的に行動

に移しましょう。一方、「しっかり休む」ことも大切なことですので、ゆっくりリラックスする時間も

計画的に設けながら、オンとオフを切り替えて日々の生活を送ってください。この夏休みに、皆さんに

は、さらに自己管理能力を高め、主体的行動力を鍛え育んでほしいと思います。 

② 生涯にわたり「学ぼうとする心、学び続ける力」を育む   

変化のスピードが速い現代社会では、どの分野においても新しい知識・技術が絶え間なく現れ、常に

学び続けることが必要不可欠です。生涯にわたり「学ぼうとする心、学び続ける力」は、将来皆さんが

生きていく上で最も必要な力の１つです。そして、学校の授業がない夏休みこそ、自分にとって「必要

な＆やりたい」勉強にじっくり腰を据えて取り組める期間です。皆さんそれぞれが「好きな、得意な」

学びをさらに究められるよう努めてほしいですし、この夏休みが皆さんにとってそんな時間になればい

いと願っています。 

 

 最後に、安全で楽しい夏休みを過ごすための注意点も申し添えます。 

①病気、ケガ、事故に注意しましょう。暑い夏は、熱中症、猛暑による注意散漫が原因となるケガ、

そして交通事故や水の事故が多くなります。 

②トラブルに巻き込まれないように。お祭りや花火大会などのイベントでは開放的になりがちです。 

また、SNSがらみのトラブルも夏休みには増加します。 

③昼夜逆転しないよう規則正しい生活を。2学期からの学校生活に支障を生じないようにしましょう。 

 では、私からのお話しは以上です。８月３１日（月）の始業式には、鷲高生全員が元気に登校して再

会し、幸先の良い２学期がスタートできるよう、皆さん元気で有意義な夏休みを過ごしてください。 


